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花
を
手
向
の
山
の
名
の
。
〳
〵
。
高
野
の
奥
を
尋
ね
ん
。

抑
是
は
太
閤
の
御
所
に
仕
へ
奉
る
者
な
り
。
さ
て
も
此
御

所
三
韓
御
退
治
の
た
め
。
九
州
に
御
在
国
の
砌
。
北
堂
御

不
例
以
の
外
な
る
よ
し
聞
し
召
さ
れ
。
今
一
た
び
の
御
対

面
と
思
し
召
し
。
時
日
を
移
さ
ず
御
急
ぎ
な
さ
れ
候
へ
ど

も
。
無
常
の
習
ひ
に
て
空
し
く
な
り
給
ひ
ぬ
。
力
及
ば
せ

給
は
ず
御
歌
の
候
ひ
し
は
。
亡
き
人
の
形
見
の
髪
を
手
に

ふ
れ
て
。
包
む
に
余
る
涙
悲
し
も
と
遊
ば
さ
れ
。
御
葬
礼

「「「

ワ
キ
次
第詞

道
行

を
御
つ
と
め
有
つ
て
。
重
ね
て
御
下
国
な
さ
れ
。
三
韓
御

退
治
に
て
。
文
禄
二
年
八
月
の
末
還
御
候
。
春
立
ち
返
り

既
に
三
回
に
当
り
候
へ
ば
。
高
野
山
に
御
登
り
な
さ
れ
。

い
よ
〳
〵
御
菩
提
を
も
弔
ら
は
せ
給
ふ
べ
き
に
て
候
ふ
間
。

御
供
仕
り
候
。

小
車
に
法
の
門
出
の
遥
々
と
。
〳
〵
。
か
へ
り
都
に
立
つ

雲
の
。
迷
は
ぬ
道
は
世
の
中
の
。
よ
し
足
曳
の
大
和
路

や
。
末
を
急
ぎ
て
紀
の
国
の
。
高
野
の
山
に
着
き
に
け
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り
。
〳
〵
。

御
急
ぎ
候
ふ
程
に
。
高
野
の
山
に
御
着
き
に
て
候
。
北
堂

春
岩
大
禅
定
尼
の
御
位
牌
所
に
御
安
座
あ
り
て
。
御
焼
香

な
さ
る
べ
く
候
。
御
車
を
寄
せ
候
へ
。

人
の
親
の
心
は
闇
に
あ
ら
ね
ど
も
。
子
を
思
ふ
道
に
迷
ふ

な
る
。
無
明
塵
労
即
是
菩
提
。
大
道
本
来
所
染
な
し
。

白
雲
何
ぞ
心
あ
ら
ん
。

暁
を
高
野
の
山
に
待
つ
程
や
。
〳
〵
。
苔
の
下
に
も
有
明

「「「「「「
詞

シ
テ
サ
シ歌

ワ
キ
カ
ルヽ

シ
テ
詞

ワ
キ
カ
ルヽ

の
。
月
の
光
は
春
の
夜
の
。
花
の
木
陰
に
若
く
物
は
。
亡

き
身
の
果
と
い
ひ
な
が
ら
。
名
は
残
る
世
の
習
ひ
か
な
。

〳
〵
。

春
の
夜
の
夢
の
浮
橋
と
だ
え
し
て
。
峰
に
残
れ
る
暁
の
。

ほ
の
か
に
見
ゆ
る
面
影
は
。
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
思
ほ
え
ず
。

反
魂
香
に
あ
ら
ね
ど
も
。
花
の
匂
ひ
に
誘
は
れ
て
。
谷
よ

り
出
づ
る
鶯
の
。
声
こ
そ
道
の
し
る
べ
な
れ
。

あ
ら
不
思
議
や
。
月
の
夜
陰
に
老
尼
の
姿
の
見
え
け
る
ぞ
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や
。
こ
ゝ
は
も
と
よ
り
女
人
結
界
の
山
な
る
に
。
不
浄
の

身
に
て
ま
う
登
る
。
故
を
如
何
に
と
答
ふ
べ
し
。

現
に
も
あ
ら
ぬ
身
な
れ
ば
津
の
国
の
。

難
波
の
浦
の
よ
し
あ
し
の
。
二
つ
の
道
も
。

一
筋
に
。

頼
む
仏
の
御
心
に
。
〳
〵
。
か
ゝ
る
高
野
の
山
雲
の
。
浮

世
の
中
の
罪
科
を
。
ゆ
る
し
給
ふ
ぞ
有
難
き
。
〳
〵
。

簾
中
近
う
参
り
此
処
の
謂
れ
委
し
く
語
り
候
へ
。

「「「「「「「

シ
テ
詞

ワ
キ

シ
テ地

ワ
キ
詞

ク
セ
地

シ
テ
サ
シ

抑
金
剛
峯
寺
と
申
す
は
。
帝
都
を
去
つ
て
二
百
里
。
郷
里

を
離
れ
て
無
人
声
。
八
葉
の
峰
八
の
谷
。
諸
行
無
常
の
花

を
だ
も
。
晴
嵐
枝
を
な
ら
さ
ず
。

生
滅
々
已
の
月
を
さ
へ
。
白
雲
影
を
隠
さ
ず
。
お
の
づ
か

ら
静
な
り
け
る
嶺
の
松
。
弘
法
大
師
其
昔
。
入
唐
あ
り

し
折
か
ら
に
。
薩
埵
に
う
け
て
仏
法
も
。
東
漸
な
り
と
日

の
本
に
。
三
鈷
を
投
げ
て
此
行
方
。
と
ま
ら
ん
山
を
我
が

あ
ら
ん
。
伽
藍
と
定
め
申
さ
ん
と
。
遥
の
空
に
投
げ
給
ふ
。
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三
鈷
は
落
ち
て
此
嶺
の
。
梢
に
か
ゝ
る
其
故
に
。
三
鈷
の

松
と
は
申
す
と
か
や
。
さ
れ
ば
星
霜
ふ
り
に
た
る
。
大
塔

こ
と
に
金
堂
。
軒
端
か
た
ぶ
き
崩
る
ゝ
を
。
悲
し
み
給
ひ

豊
臣
の
。
御
代
の
始
め
に
た
ら
ち
ね
の
。
逆
修
の
た
め
に

い
ら
か
を
も
。
上
人
之
を
造
営
す
。

猶
陰
深
き
奥
の
院
。

古
木
怪
巌
苔
む
し
て
。
連
な
る
道
の
右
左
。
石
塔
数
も
い

さ
知
ら
ず
。
か
ゝ
げ
添
へ
た
る
と
も
し
火
の
。
か
げ
に
晨

「「「「「「
ク
セ

シ
テ地

ロ
ン
ギ
地

シ
テ地

鐘
夕
梵
の
。
心
耳
を
す
ま
す
霊
地
な
り
。

げ
に
や
老
尼
の
物
語
。
聞
く
に
つ
け
て
も
な
つ
か
し
き
。

住
家
を
知
ら
せ
給
へ
や
。

か
ゝ
る
貴
き
此
山
の
。
浄
土
に
登
り
住
む
事
は
。
賢
き
人

の
孝
行
の
。
道
に
引
か
る
ゝ
心
か
な
。

そ
も
や
浮
世
に
亡
き
跡
は
。
色
即
是
空
な
る
も
の
を
。
何

の
残
り
て
呼
子
鳥
の
。
声
を
か
は
す
も
山
中
に
。
覚
束
な

く
ぞ
覚
ゆ
る
。
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天
が
下
。
治
む
る
雲
の
上
人
の
。
か
ゝ
る
山
路
に
よ
ぢ
の

ぼ
る
。
心
の
程
の
嬉
し
さ
を
。
深
山
隠
れ
の
老
木
の
桜
。

花
に
顕
れ
出
づ
る
ぞ
や
。

今
の
宣
ふ
言
の
葉
は
。
生
ふ
し
立
て
た
る
我
行
方
。
千
代

も
と
祈
る
た
ら
ち
ね
の
。
春
岩
に
て
ま
し
ま
す
か
。

其
原
や
〳
〵
。
伏
屋
に
生
ふ
る
箒
木
の
。
あ
り
と
は
見
え

て
あ
は
れ
世
の
。
昔
に
帰
る
心
地
し
て
。

袖
の
涙
は
石
の
上
。
ふ
る
や
雨
夜
の
春
の
月
。
霞
に
ま
ぎ

「「「「「「「「「
シ
テ地

シ
テ地

ワ
キ
詞

ツ
レ

ワ
キ

ツ
レ歌

れ
失
せ
に
け
り
。
〳
〵
。

如
何
に
誰
か
あ
る
。

御
前
に
候
。

大
相
国
今
夜
不
思
議
の
御
霊
夢
を
御
覧
ぜ
ら
れ
て
候
ふ

間
。
此
寺
の
衆
徒
を
召
し
出
し
。
春
岩
の
御
菩
提
を
。
い

よ
〳
〵
弔
は
せ
申
さ
う
ず
る
に
て
候
。

畏
つ
て
候
。

暁
の
尾
上
の
鐘
の
一
声
に
。
〳
〵
。
僧
は
仰
に
随
ひ
て
。
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清
巌
山
に
参
り
つ
ゝ
。
座
具
を
述
べ
香
を
焼
き
。
南
無
尊

霊
春
岩
大
禅
尼
。
一
見
阿
字
五
逆
消
滅
。
真
言
得
果
即
身

成
仏
。

あ
ら
有
難
の
御
弔
ひ
や
。
此
御
経
の
功
力
に
よ
り
。
い
よ

〳
〵
五
障
の
苦
を
離
れ
て
。
只
今
夢
に
顕
は
れ
け
る
ぞ
や
。

そ
れ
な
が
ら
見
し
に
変
れ
る
御
容
。
七
宝
荘
厳
の
玉
の
か

ん
ざ
し
。
忍
辱
慈
悲
の
御
衣
。
色
も
妙
な
る
御
声
の
内
に
。

仏
言
を
唱
へ
出
で
給
ふ
。
是
や
誠
に
即
身
成
仏
。
疑
ひ
も

「「「「「「

後
ジ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

シ
テ

ワ
キ

な
き
有
様
な
り
。

是
れ
孝
行
の
道
に
よ
り
。
微
妙
の
法
を
得
る
事
の
。
浅
か

ら
ざ
り
け
る
志
。
い
か
で
報
謝
を
つ
く
す
べ
き
。

見
れ
ば
げ
に
。
歌
舞
の
菩
薩
と
な
り
給
ふ
。
遊
戯
神
通
の

事
な
れ
ば
。
そ
の
か
み
世
尊
の
御
前
に
て
。
阿
難
座
し
て

歌
へ
ば
。

迦
葉
立
ち
て
舞
ふ
。

其
音
楽
の
一
ふ
し
を
。
只
今
か
な
で
見
せ
給
へ
。
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さ
て
は
昔
在
霊
山
の
。
妙
な
る
法
を
ひ
る
が
へ
す
。
袂
ゆ

た
か
に
立
ち
舞
へ
る
。
舞
楽
の
遊
び
は
面
白
や
。
（
舞
）

思
へ
ば
過
去
の
宿
縁
な
れ
や
。
〳
〵
。
ふ
さ
ん
か
せ
ん
き

う
因
縁
の
。
善
根
こ
ゝ
に
白
雪
の
。
花
を
散
ら
せ
る
高
野

山
。
瑞
雲
た
な
び
き
。
霊
香
四
方
に
薫
じ
つ
ゝ
。
笙
笛
琴

箜
篌
琵
琶
鐃
銅
鈸
。
思
ひ
〳
〵
の
声
は
し
て
。
廿
五
の
菩

薩
只
今
こ
ゝ
に
影
向
な
り
て
。
五
色
の
旗
は
霞
に
棚
引
き
。

玉
の
御
輿
は
日
に
か
ゝ
や
き
て
。
来
り
迎
ふ
る
此
寺
や
。

「「
地地

霊
山
会
場
も
目
前
た
り
。
此
楽
し
み
を
譲
り
置
く
。
君

が
齢
は
万
歳
の
。
守
護
を
加
ふ
る
志
。
只
孝
行
の
道
に
よ

る
。
〳
〵
。
行
末
こ
そ
は
久
し
け
れ
。
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